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はじめに

　授業が子どもと教師の間に存在する教材によって大きく変わることは，これまで幾度と

なく述べられている。ω同じ教材を用いた指導計画で他の教師が授業をしてみても似たよ

うな反応が見られる。学年が同じ子どもたちは似たような生活経験：や先行学習経験を持っ

ているから，このような結果になることは予想できることである。

　このことは同一教科書を用いてそれに掲載された教材を用いて授業を展開した場合，地

域は異なっても似たような反応が出てくることからもわかる。したがって，子どもにどの

ような教材を出会わせるか教師の意志決定によって授業は左右される。

　子どもが主体的に学び，理解を深めるための教材の開発は教師に課せられた義務であり，

教師は競ってよりよい教材を開発しそれを公開して研究を深め合うことが必要である。

　しかし，最近の研究会等の授業を見るとき，教師が工夫したと思われる教材や展開は少

ない。これは現職教員だけでなく学生も含めて基本的な教材作成のための知識，技能が低

下していることが原因のようである。

　今回は教材に身を寄せた実践授業研究を附属幼稚園でおこない，幼稚園児（以下子ども）

の教材に対する反応及び発達段階による活動の違いを調べるとともに大学院生の教材開発

技能の向上を図ることにした。

1．実践授業の経過と研究の動機

　平成6年度は附属小学校4年を対象にした理科教材「モーターカー」を発泡スチロール

（以下スチロール）で開発して授業実践を試み，（2）子どもの意欲的な活動を引き出すことが
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できた。これは子どもの感想や協力校の授業参観及び報告等から教材が有効にはたらき，

子どもにとって満足のいく学習が展開できたと言える。（3｝

　子どもが初めて使う発泡スチロール切断機ではあったが複雑な形を簡単に切ることがで

きることから，利用する年令や学年を広げることができるのではないかと考えた。

　これまでの幼稚園児の活動を見ていると鋸や金槌を使って木の船や飛行機を作ろうとす

るが，自分の思い通りに切れなかったり釘がまっすぐ打てなかったりするためにあきらめ

る子どもがいた。この活動の前に，子どもの発想に沿った加工ができるスチロールと発泡

スチロール切断機（以下切断機）を使った活動を取り入れることによって遊びが充実し，

木を使った活動へもスムーズに移行できるのではないかと考え，スチロールを使った活動

を取り入れた実践授業を附属幼稚園で試みることにした。

1）実践授業と附属幼稚園の保育形態

　附属幼稚園はクラスの枠を取り除き，子どもが他のクラスに自由に出入りして活動でき

る，いわゆる自由保育の体勢が整っている。そのため子どもの興味や欲求を満たす保育計

画であれば3才児から5才児までの同一活動を同一時間に観察することも可能である。こ

のことは，同時に教師が意図した活動と教材がどのクラス（年令）に最も機能的にはたら

いたかを知ることができる事になり，活動の修正や変更を余儀なくされたり，活動を全ク

ラスに拡大したりする事もあり得ることである。したがって，実践授業では1クラスを授

業対象（年長ふじ組）にしながら同時に他のクラスの子どもの参加が予想され，その子ど

もを通して異年令の子どもの活動を概観することができることになる。

2）実践授業計画（保育計画）

　対象は年長のふじ組（担任　永田実知子教諭）にお願いし，事前に子どもとのふれあい

をもった。保育授業者は週に1回の割合で観察を続け，子どもたちの名前も覚え一緒に遊

んだり談笑したりするまでになっており子どもとの間に違和感はない。このような状態で

小学校入学を控えた子どもであることを念頭に置き，教室での活動に限定した実践授業案

を立案した。

・発達段階による活動の違いを把握するための視点

①何歳ぐらいから切断機が使用できるのか

②年令によって技能差がどの程度あるのか

・興味を持続させるための視点

①子どもが意欲的に活動するための場の設定はどうするか

②幼稚園の活動として位置づけることが可能かどうか

・開発した教材が機能したかどうかの視点

①設定した場での子どもの活動はどうか，活動の偏りはないか

②子どもが興味をもって活動する時間と参加人数はどうか
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2．指導計画

保育計画案（大学院教育学研究科　実践授業研究）

　年長児ふじ組（男子16名，女子16名，計32名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成7年11月21日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保育者　森　田　剛　浩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助者　地頭薗健司・宮下　弘子・上田　文啓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎　泰孝・岩崎　浩司・内野　成美
《本日の生活》

1．ねらい
　○自分自身の興味関心に従って活動を楽しむ。

　○友だちと一緒に協力したり，工夫したりして意欲的に遊びを進める。

2．展　開

時間 予想 さ　れ　る　子供　の　生活　・ 教 師の援助
教室内の清掃，保育準備

9・00 ・登 園

・子どもたちと朝の挨拶をし，健康視察をする。

9 かばん等持ち物の整理をする。

． 持ち物を所定の場所に置いたか確認し，不十分であれば必要に応じて声掛けをする。

・好きな遊びをする。

角
、

＿、つ　り を　し　よ　っ その他の遊び
準　備

・サッカー遊び

： 魚やかになどを下書きしてから，切る。…②

尢汲ﾉ絵の具を使って着色する。

スチロール板カッターを使って，素材を自由に切って遊ぶ。…①

@　　　　　　　　　　　　　　　　…③

スチロール板
Xチロール板カッター

^紙

・折り紙遊び

o

・魚つりを楽しむ。

・広告業等を使ってさおを作る。

宸�Cの絵をかいた模造紙に貼る。

…④・・⑤・・⑥

完成品

・閧ｩけ品

ポスターカラー
・保育者も一緒になって遊び，子どもたちが意欲的に取り組め 筆・バケツ
るよう に言葉かけをする。 雑巾
スチロールは多めに準備しておく。 ドライヤー

・製作意欲の低い子には， 意欲をかきたてるような言葉かけを 釘
する。

広告紙・新聞紙

たこ糸・磁石
〔遊びの場〕 セロハンテープ

ボンド
黒板（模造紙）

［－
　　　ピアノ ビニールシート

_ンボール

Cの絵をかいた

ﾍ造紙
（川崎・地頭薗） （上田）

両面テープ

さお

作り

（宮下） （岩崎・内野）　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　ツ

スチ。→レ裁断　　　　空

ロッカー

手洗い場
入口

1030 o 後かたづけをする
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3．実践内容概要

1）活動の場基本構造と子どもの活動の様子

　登園後，所持品を所定の場所に置き活動を始める。ホームクラスの活動に飽いた子ども

は，運動場や他の組に入ってそこの活動に加わってよいが，その場合どのクラスからの参

加かわかるようにクラスカラーの帽子を着用するようになっている。

　時期的には男の子はサッカーに熱中しているが，当日は雨のため運動場での遊びはでき

ない状態であった。活動の場への補助者の配置は保育計画案の通りである。

　観察は9時から10時30分の予定を担任の指示で11時まで延ばした。

　うめ：3才児：16名，もも，さくら：4才児：各32名，ふじ，ふよう：5才児：各32名

2）時間経過と活動参加人数

（人）
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　対象クラスのふじ

組は無帽，他のクラ

スはそれぞれのクラ

スカラーの帽子を着

用して参加した。

（常時この方法をとっ

ている）

11：00　（時聞）

3）時間経過と活動の変化

①0～30分：釣りと竿作りに多く集まる。9時45分ぐらいから隣…のふよう組が多数加わり

　賑やかになる。

②10時：ふじ組はほぼ釣りを終え切断スライス，着色を始める。4才児の組も加わり釣

　りを始める。

③10時10分頃：3才児が数名加わり年長組年中組に教わりながら活動する。それぞれの

　クラスから数人ずつ参加する。

④10時30分頃：ふじ組が切断，スライスの要領を他の組に教える。最大人数になる。他の

　クラスの参加者は多い順に，同じ年長のふよう組，年中のもも，さくら，年少のうめ組

　であった。

4）活動の場の設定と活動の様子

（1）釣りの場

　青いシート（1．8×3．6m）を海に見立て，その周りに箱（30×50×10cm）を置き，海と

の境界にする。着色したスチロール製の海の生き物の口の部分に釘を埋め込み，50匹ほど

置いた。磁石の付いた釣竿を近づけると釣れるようにした。

　登園してきた子どもは，まず全体を見渡してから釣りの場にいき，補助者がしている釣
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りに興味を抱き，すぐに反応を示す。

　「竿を貸して下さい。」　（写真1）

　「釣ってもいいですか。」等を尋

ねながら釣りを始める。後から来た

子はすぐに加わり釣りだす。つり上

げてしまって魚がいなくなると，も

とに戻して釣り始める。大きい物は

落ちやすいため中に入って取ろうと

する子どもが現れる。すると，　「そ

こは海だから入ってはだめ。」とい

う注意が出る。暗黙のうちに海とい

う意識と入ってはいけない場所とい

うルールができていることがうかがえる。人気のあるのは大きいもの，色のきれいなもの，

形が複雑なものなどである。やがて人が増えて竿が足りなくなると，自分で竿作りの場に

いく。

（2）竿作りの場　　　　　（写真2）

　広告用紙を細く巻いて棒状にし，

磁石の付いた糸をセロテープでとめ

る。

　釣り場に用意された竿は4～5本

しかないため，自分で竿を作らない

と釣りができない状況にしておいた。

　広告紙の角の部分から巻きはじめ，

対角線に向かって巻くと竿ができる。

前に巻いている子どもの作り方を見

剛鋳
師％

　　　　’黙’、

㌶薫

ながら作る。途中で手をゆるめると径が大きくなり丈夫さがなくなるため初めからやりな

おす。巻き終わりをセロテープで止める。男の子よりも女の子の方が細く上手に巻くこと

ができる。

（3）切断とスライスの場　（写真3）

　切断機6台，スライス用1台を机

の上に置く。補助者が面白そうに魚

の形を切っている。スイッチを入れ

てスチロールを当てると簡単に切れ

ることがわかる。ソフトペンなどで

かいた線にそって切断し，スライス

して2匹にする事ができる。　（電熱

線の高さでスライスの厚さは自由に

変えられる。）
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　早く登園してきた子どもは釣りを繰り返し，それに飽いてくるとこの場に移り自分の魚

を作ろうとする。下書きの絵を描き線に沿って切ることができる。スチロール板の向きを

変えないで切ることができる。思ったよりも簡単に切ることができ満足している様子がう

かえる。他にも切りたい様子であるが次の順番が待っているため譲る。2cmの厚さの物を

スライスして2匹にする。

　自分の魚に着色，釣りをしたあと，再びこの場に並び，下絵を描いて順番を待った。後

からの物はウサギ，ネコ，イヌ，等の動物や船，飛行機，自動車等，子どもがふだんかい

ている興味のある物へと変化していった。子どもの変化は，これから後，「動物園を作ろ

う。」　「お店やさんになろう。」等の活動に広げられることを示唆している。他のクラス

の子も加わり順番を待つ子が出てきた。

（4）着色の場　　　　　　　（写真4）

　切断，スライスした物を自分の好

みの色に着色できる。ポスターカラー，

筆，ドライヤーなどを用意する。台

所洗剤を筆洗に2～3滴たらして水

彩絵の具で着色するときれいで簡単

であり，しかも乾きが早い。しかし，

魚をコイのいる池や足洗い場に浮か

べる子どもが現れることが予想され

たため乾燥後，水につけても色落ち

しないポスターカラーを選んだ。当

日が雨だったため，水につける子はいなかった。

　乾燥に使ったドライヤーや切断機のスイッチをどの子も確実に切っていくのは，他の子

どもの仕方を真似ていけば間違いがないと判断しての行動か担任の日頃の指導の結果か判

断できないところであるが，途中で入ってきた3才児が切断機を使った後，4才児や5才

児に切り方と使った後にスイッチを切ることを教えていたこと等から判断すると，初めて

の道具を使用するときなどは，先に使った者が後の者に教えるということが自然のルール

としてできているとも考えられる。

　3才児が後から入ってきた4才児

に得意げに教えていたことから考え

ると，教えてあげるうれしさと，しっ

かり聞かなければと言う，お互いの

関係が存在していると考えられる。

（5）海の中（水族館）の場

　　　　　　　　　　　　（写真5）

　黒板に海中の様子（海底の岩，海

藻など）をかいた模造紙を張り，両

面テープを張っておき釣った物を張
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り付けることができる。

　初めの段階で張り付けると，釣る物がなくなることもあってか，釣った物は海に戻す事

を繰り返していた。それぞれが釣りに満足した後に張り付けて水族館にしていた。自分で

作った物は張り付けない子もいた。持ち帰ることを計算に入れているようである。

4．結果の考察

1）発達段階による切断技能及び活動の相違　　　（写真6）

《3才児》

　うめ組から3才児数人が教室をの

ぞきに来て遊び始めるが，切ること

に興味が集中していて切断機の前か

ら動こうとしない。5才児の活動を

見ていて，使い方がわかり交代して

切り始める。

　閉じた形の線画が描けない。そのた

め目的をもった物を切ることができな

い。自由に切ったものをいろいろ想像

する。切ることを楽しんでいる。

　4才児が線画を描いて与えても線に沿って切ることができない。線画の中に切り込んで

も修正しようとしない。細かい切れ込みを入れながら切るが，きまった形ができない。

《4才児》

　線画を描く子とそうでない子がいる。線画は中央に小さく描き5才児と同様に切ろうと

する。描かない子は他の子に描いてもらおうとしたり，そのまま自由に切ろうとしたりす

る。3才児と5才児の中間に位置した行動が見られる。

　3才児と明らかに異なるのは，自分で描いたもの，他の子に描いてもらったものを線に

沿って切ろうとすることである。

　形を切り取る活動は紙を切ることから始まるが，ハサミで紙を切って遊ぶ物を作った経

験のある子とそうでない子の社会成熟度の違いが現れているようである。

《5才児》　　　　　　　（写真7）

　スチロールに絵（線画）をかき，

線に沿って切ることができる。どの

方向に動かしても切れることがわか

り，スチロールの向きを変えないで

切ることができる。初めは線から少

しそれることがあるが次第に慣れ，

ほぼ線のとおりに切ることができる。

やがて自分の好きなテレビや漫画の

キャラクターを切り始める。ウサギ，

船，自動車，人形の顔等が多い。
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2）実践研究から明らかになったこと

　クラス（年令）別の活動の特徴

①3才児は閉じた線画が描けない。線画を描いて与えても線に沿って切る事ができない。

　自由に切れるのを楽しむことはできるが，意味のある形を切る事はできない。切った物

　を「おいも」「おにぎり」などと形からものを連想することができる。

②4才児は中皿的な存在であり，3才児と5才児が混在しているような活動が見られる。

　描いた物を与えると線に沿って切ることができる。自分で描く絵は概して小さく，スチ

　ロールの板取りは無駄が多い。

③5才児は全員，形を描き線に沿って切り抜くことができる。スライスの要領も上手であ

　る。絵が大きく板取りがうまい。

④平作り，切断・スライス，着色，釣り，張り付け等の一連の遊びを興味をもって続ける

　ことができる。動物園，お店やさん，警ド三等の新たな遊びへと発展させることができ

　る。

⑤道具を自由に操作して物を作ることができると，いろいろな遊びを創造することができ

　る。

　子どもの活動から判断すると今回のように5才児の活動として位置づけ，4才児，3才

児が自由に参加するような方法が妥当であろう。そこに参加して興味を持ち自分たちのク

ラスでもしてみたいという欲求があれば，年令に応じた活動を工夫すればよい事である。

　子どもが砂や粘土遊びに興味をもって取り組むのは，素材のもつ可塑性にあるといわれ

ている。つまり，いじくり回しているうちにいろいろな物ができること，作り替えが自由

であること，能力（年令）によって相応の物ができること等の理由によるといわれる。

　スチロールもこれに近い性質があり，ハサミでは切ることができない複雑な物も動かす

だけで簡単に切る事ができること，スライスすると同じ物が多数できる事などが子どもの

興味を刺激したものと思われる。

3）自由保育の中での活動のメリットとデメリット

今回の実践授業は子どもが初めて経験するため，興味をもって取り組んだ活動であった

とも言えるが，附属幼稚園が自由保育の形態を取っていたことがさらに子どもたちの活動

を活発にしたと考えられる。この自由保育の中での活動のメリットをあげると以下のよう

なものがある。

　・子どもが自分の興味ある活動に参加できるため，活動をクラスに広げることができる。

　・可塑性のある素材やそれに近い物では，発達段階に応じた活動ができる。

　・クラスの活動だけにとどまらず，他のクラスの活動に参加できるため，多くの活動を

　　体験できる。

　・教師は年齢別（発達段階）の興味・関心，技能や活動の違いを把握でき，より的確な

　　保育計画を立てることができる。

　・年長と年少の間に信頼関係，援助関係が生まれる（スモールティチャー）。思いやり

　　の気持ちが育ち，少子家庭の弊害（わがまま，甘え，依存性）を防ぐ事ができる。

　・教師は保育計画の自己評価を強いられるが，毎日の研究の継続がある。

　・全員で保育する事から協力体制ができる。保育目標の徹底が図られる。
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　公立，私立の幼稚園が自由保育に踏み切れない理由は，少子傾向が進み園児獲得のた

めに独自の一斉保育のカリキュラム｛4）で勧誘せざるを得ない現実がある事は否めない。

　デメリットと考えられるものに次のようなことが考えられる。

　・安全面から子どもの活動が教師の人数に制限される。

　・教師が経験させたいと思うことと子どもの欲求が一致しない場合がある。

　・一斉指導に比べ同一経験をしているとは限らないため，教師の支援が多く必要になる。

3）幼稚園での今後の課題

　5才児の活動のあと，他の組の教師や子どもからの希望があり，それぞれの組でいろい

ろな物（動物園の動物等）を切って遊んだとの報告を得たが，これはふじ組の活動に参加

した子どもたちの興味がそれぞれのクラスに拡散したことと子どもの欲求に教師が即，対

応したことを意味する。さらに幼稚園の活動に組み込んでいきたいとの報告を得た。また

教師の教材づくりとしてどのような利用の仕方があるか今後の試行とその結果を待ちたい。

　この時間の活動は，子どもの興味を引くであろうと考えられる釣りの場を中心に竿作り，

切断，着色，水族館（張り付け）という教室の中で一連の活動ができるように設定した。

　小学校への入学を控えた5才児の活動として，一斉保育の形をとりながら活動は子ども

の興味によって多様にできるものにした。このことは小学校の教科別の授業の単一時間の

活動に慣れさせるために意図的に組み込んでいかなければならない事であろう。

おわりに

　今回の幼稚園の実践授業以外に小学校の理科，図工科，生活科，養護学校の木工作のシ

ミュレーション，大学での事後指導での教材開発，小学校教師の教材作成講習会等で切断

機を使ってきた。この結果，切断機は幼稚園の子どもの保育活動から教師の教材作成まで

幅広く使えることがわかった。それぞれの学校でクラスの人数の半数程度の切断機があれ

ば，いろいろな活動が展開できるものと思う。市販の切断機1台分の値段で20台が自作で

きる計算になる。しかも，市販の物にない機能のスライス，円切り，中抜き等が簡単にで

きる。さらに，分解組立が簡単にできるため収納や運搬も楽であり，教室，職員室，自宅

など電源のあるところで使うことができる。

　また，子どもに計画的に使用させることで，子ども自身が操作できる教材を作ることが

可能であり，子どもの興味をそそる遊び道具を友達同士で作ることもできる。このような

観点から教師の必需品として，また子どもたちが自由に使える道具として製作を勧めたい。

参　　考

1）使用した切断機の概要

　100Vの交流電源で100Wの電球を抵抗にして電圧を下げ（10V以下）100Wの電熱線（25

cm）を加熱するようにした。いろいろな活動を想定し，曲線，直線，円切り，スライス等

の機能を備えた物を自作し使用した。線に触れて感電する心配はない。
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自作のスチロール切断機
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註　（1）授業改革事典1，授業の理論PP309～311

　　（2）長崎大学教育学部教育科学研究報告

　　　川尻伸也　1995

　　（3）平成6年度　協力校：西山台小学校，立神小学校，横尾小学校

　　（4）園児獲得のための一斉保育カリキュラム例：体操教室，水泳教室，英語教室，絵画，鼓笛，

　　　身体訓練（乾布摩擦，はだかはだし等），受験対策等々，このほか普通の保育も子どもを管理

　　　しゃすい一斉保育が行われている場合がある。
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